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雨
水
は
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る

　

朝
、
顔
を
洗
う
蛇
口
の
水
は
元
を
た
ど
れ

ば
天
の
恵
み
、
雨
水
で
あ
る
。
森
に
雨
が
降

り
、
川
と
な
り
、
海
へ
、
一
部
は
地
下
水
と

な
り
、
海
へ
流
れ
込
む
。
ま
た
森
に
雨
が
降

る
。
こ
の
水
循
環
の
な
か
で
あ
ら
ゆ
る
生
物

は
生
か
さ
れ
て
い
る
。
現
代
人
は
、
雨
を
う

っ
と
う
し
い
も
の
だ
と
考
え
、
雨
水
の
重
要

性
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

身
近
な
水
の
1
つ
の
形
態
で
あ
る
雨
水
を
捉

え
直
そ
う
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
そ
れ
は

雨
水
を
溜
め
れ
ば
貴
重
な
水
資
源
、
捨
て
る

な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
、
活
動
が
全

国
的
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
だ
。
タ
ン
ク
な

ど
雨
水
利
用
施
設
を
設
置
し
て
、
溜
め
た
水

を
積
極
的
に
日
常
の
生
活
に
活
か
そ
う
と
す

る
活
動
で
あ
る
。
い
ち
ば
ん
簡
単
な
方
法
は
、

雨
の
日
、
軒
下
に
バ
ケ
ツ
を
置
け
ば
水
を
集

め
る
こ
と
は
可
能
だ
。
雨
水
利
用
に
か
か
わ

る
書
を
見
て
み
た
い
。

　

グ
ル
ー
プ
・
レ
イ
ン
ド
ロ
ッ
プ
ス
編
著

『
や
っ
て
み
よ
う
雨
水
利
用
―
ま
ち
を
う
る

お
す
み
ん
な
の
工
夫
』（
北
斗
出
版
・
1 

9 

9 

4
）
に
は
、
雨
水
を
集
め
、
溜
め
、
浄
化
し
、

給
水
す
る
独
創
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
あ
げ
る
。

そ
の
雨
水
利
用
と
は
①
家
庭
菜
園
②
植
木
の

水
③
洗
車
④
道
路
等
の
打
ち
水
⑤
防
火
水
槽

⑥
ト
イ
レ
の
水
⑦
洗
濯
に
使
用
さ
れ
る
。
ま

た
、
個
人
住
宅
、
集
合
住
宅
、
ビ
ル
、
病
院

な
ど
で
は
新
・
増
改
築
に
お
い
て
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
雨
水
貯
留
槽
を
地
下
に
埋
設
し
、
雨

樋
か
ら
水
を
集
め
、
雨
水
貯
留
槽
に
溜
め
、

そ
れ
を
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
、
散
水
、
洗
車
に

使
っ
て
い
る
例
が
図
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

雨
水
は
中
水
道
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

雨
水
市
民
の
会
の
辰
濃
和
男
・
村
瀬
誠
著

『
雨
を
活
か
す　

た
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
』

（
岩
波
書
店
・
2 

0 

0 

4
）
を
め
く
る
と
、
雨

を
活
か
す
体
験
、
水
一
滴
の
大
切
さ
、
雨
水

を
捨
て
る
な
宣
言
、
わ
が
家
の
雨
水
タ
ン
ク
、

都
市
洪
水
対
策
、
断
水
対
策
、
マ
ン
シ
ョ
ン

で
雨
と
遊
ぶ
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
雨

を
活
か
す
極
意
と
し
て
、
初
期
雨
水
は
カ
ッ

ト
し
て
、
暫
く
待
っ
て
溜
め
る
。
溜
め
る
極

意
は
汚
れ
を
タ
ン
ク
に
入
れ
な
い
こ
と
、
沈

殿
物
を
撹
拌
さ
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、
世
界
の
知
恵
と
し
て
、
中
国
の
農

村
に
お
け
る
作
物
の
増
産
と
土
壌
侵
食
防
止

に
貢
献
す
る
雨
水
利
用
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
は
ヒ
素
汚
染
地
下
水
に
替
え
て
雨
水
を
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ス
マ
ニ
ア
で
は
シ
ー

ト
に
集
め
た
雨
農
業
を
、
な
ど
そ
の
利
用
を

掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
書
の
表
紙
に
は
、
地
下
タ
ン
ク
に
雨

水
を
溜
め
手
押
し
ポ
ン
プ
で
水
を
汲
む
墨
田

区
向
島
の
「
路ろ

じ
そ
ん

地
尊
」
が
描
か
れ
て
い
る

（
注
1
）。

　

こ
の
よ
う
な
雨
水
利
用
を
本
格
的
に
提
唱

し
た
東
京
都
墨
田
区
環
境
保
全
課
（
当
時
）

の
村
瀬
誠
は
「
ド
ク
ト
ル
雨
水
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
彼
を
追
っ
た
秋
山
眞
芸
実
著
『
ム

ラ
セ
係
長
、
雨
水
で
世
直
し
！
』（
岩
波
書
店
・

2 

0 

0 

5
）
が
あ
る
。
現
在
、
世
界
で
は
至

る
と
こ
ろ
で
紛
争
や
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。

水
戦
争
さ
え
も
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
打
開
す
る
鍵
は
雨
水
利
用
が
握
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

村
瀬
の
雨
水
利
用
哲
学
が
こ
の
書
に
、
次

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
戦
争
の
た
め

の
タ
ン
ク
は
い
ら
な
い
、
そ
れ
よ
り
平
和
の

た
め
の
雨
水
タ
ン
ク
を
」"N

o m
ore Tanks 

for W
ar, Tanks for Peace!"

。
雨
水
の
利

用
が
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
、
水
ス
ト
レ
ス

の
国
々
に
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

ま
た
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
に
伴
う

大
水
害
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
雨
水
を
溜
め
、

利
用
す
る
こ
と
で
減
災
を
図
る
こ
と
に
な
る
。

雨
と
生
き
る
住
ま
い

　

長
雨
、
霧
雨
、
村
雨
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
雨
の
多
い
日
本
で
は
、
昔
か
ら

人
々
は
住
ま
い
の
な
か
で
雨
と
共
有
す
る
知

恵
を
備
え
て
い
た
。
安
藤
邦
廣
ら
著
『
雨
と

生
き
る
住
ま
い 

環
境
を
調
節
す
る
日
本
の

知
恵
』（L

IX
IL

出
版
・
2 

0 

1 

4
）
で
は
、
大

雨
、
長
雨
、
湿
気
に
備
え
、
日
本
の
住
ま
い

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
、
強
固
な
壁
を
つ

く
り
密
閉
す
る
と
い
う
考
え
方
は
な
か
っ
た
。

密
閉
す
る
と
湿
気
を
逃
が
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
屋
根
に
傾
斜
が
あ
る
の
は
雨
が
家
屋
に

浸
入
す
る
こ
と
な
く
、
流
れ
や
す
く
す
る
た

め
で
あ
り
、
茅
葺
屋
根
は
よ
り
流
れ
や
す
く

す
る
た
め
急
な
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
。
雨
除

け
の
工
夫
、
庇
や
縁
側
、
雨
戸
は
雨
が
形
づ

く
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
現
代
の
日
本
建
築

は
、
雨
を
活
か
し
、
楽
し
む
、
究
め
る
こ
と

を
追
求
し
て
い
る
。
日
本
建
築
学
会
か
ら
、

建
築
が
雨
を
育
み
、
雨
は
か
り
て
、
か
え
す

も
の
、
そ
れ
が
雨
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
『
雨
の
建
築
学
』（
北
斗
出
版
・
2 

0 

0 

0
）、
雨
を
暮
ら
し
に
活
か
す
、
飲
め
る
水
、

遊
べ
る
水
、
育
て
る
水
を
つ
く
り
、
ま
た
雨

水
を
大
地
に
か
え
し
、
空
に
か
え
し
、
生
き
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（注 1）墨田区の雨水利用の現状は、第
15回里川文化塾「拡がる雨水利用」実
施報告をご覧ください。

（注 2）「雨水ハウス」については、水の
風土記「人ネットワーク」をご覧ください。
当センター HP：http://www.mizu.gr.jp/



雨水利用をやってみよう35

物
た
ち
に
か
え
す
考
え
方
の
『
雨
の
建
築

術
』（
北
斗
出
版
・
2 

0 

0 

5
）、
頻
発
す
る
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
雨
と
の
付
き
合
い
方
を
追

求
し
た
『
雨
の
建
築
道
』（
技
報
堂
出
版
・
2 

0 

1 

1
）
の
3
部
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

福
岡
市
内
は
都
市
化
の
発
展
に
よ
り
、
大

雨
が
降
る
と
洪
水
に
た
び
た
び
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
2 

0 

0 

9
年
（
平
成
21
）
7
月
24
日

に
樋
井
川
流
域
で
水
害
が
発
生
し
た
。
こ
の

水
害
以
前
か
ら
減
災
を
図
る
た
め
の
、
雨
水

タ
ン
ク
の
設
置
を
福
岡
市
な
ど
の
助
成
金
で

行
な
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
普
及
が
進
ま

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
実
際
に
、
福
岡
市

城
南
区
の
渡
辺
家
は
、
2 

0 

1 

2
年
（
平
成

24
）
4
月
地
下
タ
ン
ク
を
設
置
し
た
「
雨
水

ハ
ウ
ス
」
を
完
成
さ
せ
た
（
注
2
）。
わ
が

国
で
は
初
め
て
の
本
格
的
な
「
雨
水
ハ
ウ

ス
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
都
市
型
水
害
抑
制

の
た
め
に
設
置
し
た
地
下
貯
留
タ
ン
ク
は
、

1
つ
め
は
家
の
基
礎
を
兼
ね
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
貯
留
タ
ン
ク
で
、
そ
の
容
積
は
約

17
・
3
㎥
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
の
貯
留
し
た
水

を
庭
へ
の
散
水
・
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
、
洗
濯

用
の
水
と
し
て
利
用
す
る
。
2
つ
め
の
地
下

貯
留
タ
ン
ク
は
防
災
用
の
タ
ン
ク
で
、
そ
の

容
積
は
約
22
・
5
㎥
で
あ
り
、
家
の
基
礎
部

分
の
地
下
タ
ン
ク
が
満
水
に
な
る
と
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
し
た
雨
水
が
流
入
し
は
じ
め
、
こ

の
タ
ン
ク
の
上
側
半
分
は
地
下
へ
浸
透
さ
せ

る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
3
つ
め
の
タ
ン
ク

は
ビ
オ
ト
ー
プ
用
の
タ
ン
ク
で
、
そ
の
容
積

は
約
2
㎥
で
、
環
境
用
水
と
し
て
利
用
す
る
。

今
で
は
お
風
呂
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
肌

触
り
も
快
適
だ
と
い
う
。
こ
の
「
雨
水
ハ
ウ

ス
」
の
建
築
過
程
に
つ
い
て
、
福
岡
県
建
築

士
会
福
岡
支
部
編
・
発
行
『
雨
水
利
用
実
験

住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
』（
2 

0 

1 

2
）

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

雨
水
利
用
シ
ス
テ
ム

　

都
市
化
の
拡
大
は
、
都
市
水
害
の
危
険
性
、

都
市
環
境
の
悪
化
の
問
題
を
発
生
さ
せ
る
。

望
ま
し
い
都
市
環
境
を
図
る
た
め
、
雨
水
を

都
市
に
お
け
る
重
要
な
環
境
要
素
と
し
て
と

ら
え
、
適
正
な
雨
水
の
流
出
・
貯
留
・
浸

透
・
利
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
ま
と
め
た
の
が
科

学
技
術
庁
資
源
調
査
会
編
『
都
市
の
雨
水
を

考
え
る
―
潤
い
と
水
循
環
の
回
復
を
め
ざ
し

て
』（
大
蔵
省
印
刷
局
・
1 

9 

8 

7
）
で
あ
る
。

具
体
的
に
取
り
組
ん
だ
書
と
し
て
、
角
川
浩

著
『
天
の
恵
み
を
活
か
す　

は
じ
め
て
の
雨

水
利
用
』（
パ
ワ
ー
社
・
2 
0 

1 

0
）
は
、
拡
大

型
雨
水
浸
透
枡
、
雨
水
用
の
マ
イ
ク
ロ
地
下

ダ
ム
、
独
立
型
雨
水
集
水
パ
ネ
ル
、
貯
水
容

器
（
タ
ン
ク
）
等
の
製
作
が
わ
か
り
や
す
く

書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
湯
川
清
貴
著
『
雨

水
利
用
シ
ス
テ
ム
の
製
作
』（
パ
ワ
ー
社
・
2 
0 

0 

6
）
は
、
ト
イ
レ
の
水
に
雨
水
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
総
合
的
に
、
全
国
的

に
雨
水
利
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ま
と
め
た
、

雨
水
貯
留
浸
透
技
術
協
会
編
『
雨
水
利
用
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
山
海
堂
・
1 

9 

9 

8
）
も
出
版

さ
れ
て
い
る
。

雨
と
日
本
人

　

日
本
人
の
暮
ら
し
と
雨
は
密
接
な
関
係
を

持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
倉
嶋
厚
監
修
『
雨

の
こ
と
ば
辞
典
』（
講
談
社
・
2 

0 

0 

0
）
を
め

く
る
と
、
春
の
雨
に
育
花
雨
・
甘
雨
・
桜

雨
・
藤
の
雨
、
暖
雨
と
あ
り
、
夏
の
雨
に
青

時
雨
・
一
陣
の
雨
・
青
葉
雨
・
脅
し
雨
・
白

雨
・
涼
雨
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
秋
の
雨
に
秋

驟
雨
・
御
山
洗
い
・
七
夕
流
し
・
豆
花
の

雨
・
冷
雨
と
並
び
、
冬
の
雨
に
雨
雪
・
雨

氷
・
鬼
洗
い
・
寒
九
の
雨
・
北
山
時
雨
・
富

下
り
な
ど
の
こ
と
ば
が
1 

1 

9 

0
語
集
め
ら

れ
て
お
り
、
雨
に
つ
い
て
の
言
葉
が
こ
ん
な

に
多
く
あ
る
こ
と
に
改
め
て
驚
く
。
同
様
に

高
橋
順
子
・
文
、
佐
藤
秀
明
・
写
真
『
雨
の

名
前
』（
小
学
館
・
2 

0 

0 

1
）
に
は
、
4 

2 

2

語
の
雨
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

レ
イ
ン
ド
ロ
ッ
プ
ス
編
著
『
雨
の
事
典
』

（
北
斗
出
版
・
2 

0 

0 

1
）
に
は
、
空
と
海
と

大
地
を
つ
な
ぐ
雨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
、
雨
と
日
本
人
、
暮
ら
し

に
生
き
る
雨
、
地
球
を
め
ぐ
る
雨
、
生
命
は

ぐ
く
む
雨
、
雨
を
活
か
す
と
5
章
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
一
冊
を
手
元
に
置
い
て
お

け
ば
、
雨
の
事
が
す
ぐ
に
理
解
で
き
、
雨
博

士
に
な
れ
る
。
宮
尾
孝
著
『
雨
と
日
本
人
』

（
丸
善
・
1 

9 

9 

7
）
で
は
雨
は
癒
し
の
心
を

も
た
せ
、
小
林
享
著
『
雨
の
景
観
へ
の
招
待

　

名
雨
の
す
す
め
』（
彰
国
社
・
1 

9 

9 

6
）
で

は
、
雨
と
は
、
春
夏
秋
冬
そ
し
て
梅
雨
と
秋

霖
、
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
季
節
の
循
環
、
そ

の
め
ぐ
る
季
節
の
情
趣
を
一
段
と
鮮
や
か
に

し
て
く
れ
る
も
の
の
1
つ
で
あ
る
と
い
う
。

情
趣
を
綴
っ
た
随
筆
に
は
中
村
汀
女
編

『
雨
』（
作
品
社
・
1 

9 

8 
6
）、
吉
沢
深
雪
著

『
雨
が
く
れ
る
50
の
し
あ
わ
せ
』（
大
和
書
房
・

2 

0 

0 

2
）
が
あ
る
。

雨
と
子
ど
も
た
ち

　

終
わ
り
に
、
雨
の
童
話
を
あ
げ
て
み
る
。

子
ど
も
た
ち
は
雨
が
大
好
き
で
あ
る
。
松
野

正
子
さ
く
・
原
田
治
え
『
か
さ
』（
福
音
館
書

店
・
1 

9 

8 

5
）
は
、
あ
か
い
か
さ
、
き
い

ろ
い
か
さ
、
あ
お
い
か
さ
と
子
ど
も
た
ち
の

傘
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
て
楽
し
い
。
こ

い
で
や
す
こ
さ
く
『
か
さ
か
し
て
あ
げ
る
』

（
福
音
館
書
店
・
1 

9 

9 

6
）
は
、
蛙
、
兎
、

狸
、
熊
さ
ん
た
ち
が
植
物
の
葉
っ
ぱ
の
傘
を

女
の
子
に
貸
し
て
あ
げ
る
話
で
あ
る
。
あ
ま

ん
き
み
こ
さ
く
・
垂
石
眞
子
え
『
わ
た
し
の

か
さ
は
そ
ら
の
い
ろ
』（
福
音
館
書
店
・
2 

0 

0 

6
）
は
、
可
愛
い
女
の
子
が
青
い
傘
を
お
母

さ
ん
か
ら
買
っ
て
も
ら
い
、
雨
の
な
か
を
原

っ
ぱ
に
出
か
け
る
と
、
子
ネ
ズ
ミ
た
ち
が
傘

に
入
れ
て
と
寄
っ
て
く
る
。
木
陰
か
ら
、
子

ウ
サ
ギ
や
子
ぎ
つ
ね
、
子
鹿
も
入
れ
て
、
入

れ
て
と
傘
に
入
っ
て
く
る
。
虫
や
ス
ズ
メ
や

鳩
た
ち
も
入
っ
て
く
る
。
大
き
な
虹
が
出
て

雨
が
や
み
、
女
の
子
は
青
い
傘
を
た
た
み
、

そ
の
と
き
傘
は
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
ピ
ー
タ

ー
・
ス
ピ
ア
ー
さ
く
『
雨
、
あ
め
』（
評
論

社
・
1 

9 

8 

4
）、
U
・
シ
ェ
フ
ラ
ー
作
『
あ

め
の
日
の
お
さ
ん
ぽ
』（
文
化
出
版
局
・
1 

9 

8 

6
）
も
ま
た
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
、
微
笑
み

が
浮
か
ん
で
く
る
作
品
で
あ
る
。

　

以
上
い
く
つ
か
の
雨
に
か
か
わ
る
書
を
あ

げ
て
き
た
。
雨
水
利
用
の
効
用
は
、
水
害
や

渇
水
に
役
立
ち
、
水
ス
ト
レ
ス
の
国
々
に
と

っ
て
は
水
資
源
と
な
り
、
さ
ら
に
、
水
戦
争

を
く
い
止
め
、
戦
車
と
い
う
タ
ン
ク
で
な
く
、

雨
水
タ
ン
ク
の
普
及
が
世
界
の
平
和
に
貢
献

す
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
類
が
雨
水
を
も
っ

と
大
切
に
そ
し
て
、
も
っ
と
雨
水
を
活
か
す

社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
だ
。

〈
な
み
な
み
と　

路
地
尊
雨
と　

情
を
貯
め
〉

　
（
吉
岡　

裕
）


